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６．成果の要約

幼穂形成期のリモートセンシングは、稲体の生育量を正確に捉え、田植可変施肥に有効に

活用できることが示唆された。また、リモートセンシング、生育・収量調査、土壌・稲体窒

素量分析の結果から、次年度の田植可変施肥試験に向け、一定の地力差を有する区の準備が

できたものと考えられた。

７．目 的

水稲経営の大規模化を踏まえた作業省力化や、品質の安定、均一化は喫緊の課題となって

いることから、リモートセンシングデータ等を活用した可変施肥機能（乗用田植機）を用い、

省力かつ精度の高い施肥による栽培技術の開発を検討する。

試験1年目（令和2年度）は、リモートセンシングによる生育マッピングデータの取得及び

その有効性の確認、また、地力差の異なる試験区の設置を目的とする。試験2年目（令和3年

度）は、1年目取得データに基づき、可変施肥機能付乗用田植機による試験を行い、当該可

変施肥による収量、品質への効果等について検討する。

８．主要成果の概要及び考察

（１）幼穂形成期のリモートセンシングについては、「NDVI×植被率」と、「草丈×茎数×葉

色」(生育量)及び「精玄米重」の関係において高い相関が確認された(図1)ことから、同時

期のリモートセンシング値を次年度の田植可変施肥に有効に活用できることが示唆された。

（２）台風による潮風害の影響により、全体的に著しく品質が低下したが、リモートセンシ

ング、土壌・稲体窒素量分析、収量調査等の結果(表1,2、図2)から、次年度の田植可変

施肥試験に向け、ほ場内に一定の地力差を有する区の設定ができたものと考えられた。

９．問題点と次年度の計画

本年度は、潮風害により著しく品質が低下したため、品質面における次年度との比較評価

は困難となったものの、リモートセンシングや各種分析・調査においては、地力差に応じた

一定の結果が得られた。よって、次年度は、今回取得したリモートセンシングデータに基づ

き可変施肥機能付乗用田植機による移植を行い、当該可変施肥による収量等への効果につい

て検討する。



１０．主なデータ

図1 ｢NDVI×植被率｣と｢草丈×茎数×葉色｣(生育量)及び｢精玄米重｣ ※**=1%水準で有意

図2 ｢精玄米重｣と｢窒素吸収量(成熟期)｣ ※**=1%水準で有意

表1 リモートセンシング測定結果(幼穂形成期)

表2 収量、品質及び収量構成要素等
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A 0.55 12.8 0.51 7.2 0.29 15.5
B 0.55 13.4 0.51 6.2 0.28 15.4

※ バラつき=標準偏差/平均値
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